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事業報告

団体名：

助成事業名：

ことう文庫の将来を考える会

本を通して地域がつながり、子どもをはぐくむ文庫へ



開館

• 毎週土曜日10時～12時

• 長期休み中の特別開館

• お話の時間

• 工作や体験の時間

（１）実施内容

広報・データベース化

• 毎月20日に町内回覧板で開館日と活
動内容をお知らしせ。メール配信。

• ホームページ・ブログ更新

• 小学校に内容の掲示

• 本の紹介、工作・体験のデータベース

コミュニティづくり

• Book Café 開催

• しめ縄造り

• 年末大掃除

• 地域の夏祭りに参加



（２）助成金の活用

•町内への回覧チラシのデザイン委託費・印刷費

•長期休暇期間中にお招きした講師や、

開館のお手伝いの方への謝金

•図書購入費

•工作や食育体験の材料費

•貸し出しに必要な文具類購入費

助成ありがとうございました。



（３）成果、市民の声（参加者やサポートを受けた方）

•ことう文庫令和元年度利用実績

小学生421名、大人155名、貸し出し冊数366冊、子ども向け開館39回

（平均子ども来館数11人/1回、平均貸出し冊数9.4冊/1回）

•参加者の反応

○定着して子どもたちが来館するようになり、

子どもの居場所として認知されている

○ホームページを見て町内外から訪れる親

子もいる

○多いときには20人以上の子どもの来館

（イベントや食育体験の時）がある

○異年齢の子どもの交流、多世代の住民の

交流の場になっている



（４）今後の事業展開

• withコロナでどのように活動を継続させていくのか

→大変大きな問題

• 令和2年度は1度だけ開館。手作りマスク販売と回覧チラシ発行は継続。

• 「熊本市のリスクレベル１以下の時に開館する」という規定を作って

回覧・ホームページで周知。

• ことう文庫の存在意義を、メンバーで確認し合う機会となった。

子どもさんが、地域の大人に見守られながら、安心して本に親しみ、友達同士

自由な発想で活動を広げ、大人とも友達とも心の交流をしていく他にはない互

いの育ちの場として、ことう文庫を存続し続けたい。

• リスクレベルが高い間は開館せずに、冊数限定の事前申込制貸出を行

う予定。子どものいる家庭や町民とコミュニケーションをとりながら。


